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2 はじめに

g 三次元計測課程

5 保存科学 II（有機質遺物）課程

1 建築遺構調査課程

， 木質文化財の科学的調査基礎課程
／／ 地質考古調査課程

／g 低湿地遺跡調査課程

I5 保存科学 1（金属製遺物）課程

11 出土文字資料調査課程

/9 保存科学IV（遺構・石造文化財）課程

20 保存科学V（材質・構造調査）課程

21 2019年度文化財担当者研修一覧

【例言】

本号は、それそれの研修課程を担当した金田明大（遺跡・調査技術研究室長）、松田和貴（保存修復科学研究室研究

員）、箱崎和久（遺構研究室長）、星野安治（埋蔵文化財センター主任研究員）、村田泰輔（遺跡・調査技術研究室研究

員）、山崎健（埋蔵文化財センター主任研究員）、柳田明進（保存修復科学研究室研究員）、馬場基（史料研究室長）、脇谷

草一郎（埋蔵文化財センター主任研究員）、田村朋美（考古第 1研究室研究員）か執筆した。編集は、星野安治がおこな

い、山崎健と加藤真二（企画調整室長）か補佐した。



はじめに

奈良文化財研究所では、地域の文化財の保存と活用を通して普及啓

発の中核を担っている地方公共団体の文化財担当職員やそれに準ずる

方々を対象として、文化財の調査研究に関する様々な研修を実施してい

ます。写真撮影技術、報告書作成等の基礎的なものから、三次元計測

のような最先端技術までその内容は多岐にわたっています。

昨年、埋蔵文化財ニュース170号で「環境考古学研究室の研修紹

介」を特集しました。この特集は大変こ｀好評をいただき、多くの方々から

「ぜひ受講したい」との感想をお寄せいただいています。そこで、他の研

修課程についても広く知っていただこうということで、 2017・2018年度に

実施しました研修のうち 9課程について、その概要を本号で紹介するこ

とにしました。2019年度の予定も掲載していますので、本号をご覧いた

だき今後もより多くの皆さんに奈良文化財研究所の研修にご参加いた

だけたらと願っています。また、研修に関するご要望やご意見などについ

てもお寄せいただければ、大変ありがたく思います。今後の研修企画に

皆様のこ‘‘意見を活かしていきたいと思います。

高妻洋成（埋蔵文化財センター長）
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スケジュール (2017年度）

I 午前 I 

9月25日（月）

26日（火）

27日（水）

28日（木）

29日（金）

レーザースキャナーの基礎
金田明大（奈良文化財研究所）

写真計測の基礎
金田明大・山口欧志（奈良文化財研究所）

写真計測の遺物への利用
金田明大・山口欧志（奈良文化財研究所）

三次元計測の外注
木村謙介（株式会社パスコ）

Schedule 

三次元計測概論
金田明大（奈良文化財研究所）

レーザースキャナーの利用
金田明大・山口欧志（奈良文化財研究所）

写真計測の遺構への利用
金田明大・山口欧志（奈良文化財研究所）

三次元計測の応用
金田明大・山口欧志（奈良文化財研究所）



Student's Voice 

参加者の声

c
 

とてもわかりやすく、機械が苦手な私で

も理解できました。

導入部分から実習に流れるため、非常に分かりやす

かった。やや難解な部分もあったが（特に英語表記の

用語）、基本となる操作が体験できたのは、良かっ

た。
実践的な内容が多く、非常に有意義で

した。

途中で分からなくなっても、何度も丁寧に教えていた

だいた。本当に有難かった。

とてもためになりました。すぐに、現場

で試してみたいので、楽しみです。

04 
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スケジュール (2017年度）

1 0月10日（火）

1 1日（水）

12日（木）

1 3日（金）

16日（月）

1 7日（火）

I 午前 I 

木製遺物の保存処理総論
高妻洋成（奈良文化財研究所）

木製遺物の劣化1
脇谷草一郎•柳田明進 • 松田和賃（奈良文化財研究所）

木製遺物の応急処置実習
田村朋美 • 松田和貴（奈良文化財研究所）

木製遺物の樹種同定のためのプレパラート作製
松田和貨（奈良文化財研究所）

木製遺物の保存処理実験ー保存処理工程の管理ー
柳田明進 • 松田和貴（奈良文化財研究所）

保存処理した木製遺物の保管と展示
脇谷草一郎 • 田村朋美（奈良文化財研究所）

Schedule 

木材の材質的特徴
高妻洋成（奈良文化財研究所）

木製遺物の保存処理実習
脇谷草一郎 • 柳田明進 • 松田和白（奈良文化財研究所）

木製遺物の劣化2
脇谷草一郎 • 柳田明進 • 松田和資（奈良文化財研究所）

木製遺物の一時保管
田村朋美 • 松田和貴（奈良文化財研究所）

木製遺物の保存処理一含浸工程ー
脇谷草一郎（奈良文化財研究所）

木製遺物の保存処理法の策定
松田和貴（奈良文化財研究所）



Student's Voice 

参加者の声 C
、

今回研修に参加したことで、市で一番有機質

遺物に詳しい職員になったと思っています。‘’’ヽ
大学で木製品の保存処理について学んだことがありまし

たが、実際に行おうとするとわからない部分が多く不安

でした。研修に参加して、木材とはどんなものかというと

ころから詳しくご指導いただき、大変勉強になりました。

実習では、様々な保存処理法を体験し、それぞ

れの長所・短所を知ることができました。今

後、保存処理法を策定していく上での選択肢

の幅が広がり、 貴重な経験と

なりました。

研修でご一緒した各地の文化財担当者

ノ の皆さんとの交流からも、学ぶことが6二 ありかたかったてす。

着任以来ためていた疑問を今回の研修

で解決することができました。

06 
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スケジュール (2018年度） Schedule 

午前 I 

6月11日（月）
建築史概論 l

島田敏男（奈良文化財研究所）

1 2日（火）
臨地講義：建築史概論11• Ill（於法隆寺日本民家集落博物館）

鈴木智大（奈良文化財研究所） ※8:15集合 830出発

13日（水）

建築遺構の解釈と調査法 l

ー構造の基礎と竪穴建物一
箱崎和久（奈良文化財研究所）

14日（木）

各地の調査事例の検討

ー研修生による報告ー
島田敏男・箱崎和久・鈴木智大（奈良文化財研究所）

建築遺構の解釈と調査法 II

ー掘立柱建物と礎石建物一
箱崎和久（奈良文化財研究所）

建築部材の調査法
鈴木智大（奈良文化財研究所）

15日（金）

臨地講義：建築遺構の

遺跡整備の実際
箱崎和久（奈良文化財研究所）

07 
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Student's Voice 

参加者の声

講義と実際の資料の観

察がうまく組み合わさっ

ており、体系的に理解す

ることができた。

今回の研修を受け、今まで

何となくわかったつもりに

なっていたことについて、

正しい知識が得られた。

講師の先生方や研修生同

士で疑問点や興味を持っ

た点などを話し合えたこ

とは印象的だった。

今まで上部構造を十分に

意識することなく調査に

望んでいたことを反省し

た。これによって見落とさ

れる事柄が多数あること

も理解したので今後に活

かしたい。

c
 
＾ 

08 
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スケジュール (2018年度） Schedule 

I 午前 I 

7月23日（月）
本研修のねらい 木材の組織と構造

星野安治（奈良文化財研究所） 大山幹成（東北大学）

24日（火）
木材の物性 木材の保存科学

栗本康司（秋田県立大学） 松田和貴（奈良文化財研究所）

25日（水）
年輪年代学 木質遺物の取り扱い

星野安治（奈良文化財研究所） 浦蓉子 ・鈴木智大（奈良文化財研究所）

26日（木）
考古学における応用 木質文化財保存修復現場での応用

鈴木伸哉（東京都埋蔵文化財センター） 岡田靖（一般社団法人木文研）

27日（金）
木質文化財科学の展望
高妻洋成（奈良文化財研究所）

09 



Student's Voice 

参加者の声

木質文化財をキーワード・ハ

ブとして、様々な分野の内容

について知ることができた。

それぞれとても興味深く、業

務に生かせる知見を得られ、

視野を広げることができた。

実技の時間が多くあり、作業

がとても楽しく 印象に残りま

したし、いい勉強になりまし

た。特に分析については、業

者委託はすることはあって

も、学生時代も考古学専攻

で実際に分析を体験する機

会がなかったので、体験させ

ていただいてありがたかった

木質遺物の観察をおこなう

際に、木材の構造や性質につ

いて理解しているか否かは非

常に重要であると思い知らさ

れたし、自らの職場に戻って

も今回得られた知識を伝え

ていきたいと思った。

c
 10 
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スケジュール (2018年度）

I 午前 I 

9月 3日 （月 ）

4日 （火）
※AMS 30平城資料館駐車場集合出発

（バス移動） ～於飛烏藤原地区

5日 （水）

6日 （木）

7日 （金）

自然科学分野との協業 第四紀学と
による低湿地遺跡の調査

考古学 (1)
ー計画から実践まで

諌早直人
村田泰輔

（京都府立大学） （奈良文化財研究所）

第四紀学と 微化石と

考古学 (2) 考古学

村田泰輔 村田泰輔

（奈良文化財研究所） （奈良文化財研究所）

土木工学と考古学

藤村尚（鳥取大学）

多分野との協業を見据えた

考古学の課題・総合討論

村田泰輔・山崎健星野安治（奈良文化財研究所）

近年の考古学の

動向と課題

小池伸彦

（奈良文化財研究所）

調査現場における

注意すべき点
諫早直人（京都府立大学）
村田泰輔（奈良文化財研究所）

植物遺体と

考古学

星野安治
（奈良文化財研究所）

遺構と調査プラン設計

遺跡調査事例①

斎野裕彦

（仙台市教育委晨会）

Schedule 

課題事例の

確認・総合討論

小池伸彦村田泰輔

（奈良文化財研究所）

第四紀学と

考古学・総合討論

諫早直人（京都府立大学）
村田泰輔（奈良文化財研究所）

動物遺体と

考古学

山崎健
（奈良文化財研究所）

遺構と調査プラン設計

遺跡調査事例② ・総合討論

田中広明

（埼玉県埋蔵文化財調査事業団）
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Student's Voice 

参加者の声 c
 

発掘調査からどのような成果として求め、それに必要

な手段や分析をどのように選ぶかは、 日頃から多分野

との協業を且兒んだコミュニケーションが必須で、何よ

りそれをプロデュースするのは発掘担当者であるのだ

ということがよく分かった。

「今さら聞けない」の

キャッチフレーズに惹かれ

受講したが、期待以上に学

ぶことができた。

分層や註記など、その根拠を 「指さし確認」そ

して感覚的ではなく 「言葉で説明」。 体験して

みると意外に難しく、 一方でその実用性、有効

性を感じることが出来た。

いかに今まで意識して土を見てこ

なかったか。土層の基礎的な観察

事項について、多くの認識の誤り

に衝撃を受け、これまでのやり方

を再考する必要性を強く感じた。

c
 

防災 • 減災に発掘調査成果を

活用する有効性について、歴史

的視点だけではない新たな関

係性を地域住民と築いていけ

る可能性を画期的に感じた。

12 
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スケジュール (2018年度） Schedule 

I 午前 I 

1 0月3日（水）

低湿地遺跡

調査概説1
山崎健

（奈良文化財研究所）

調査事例
西田巌

（佐賀市教育委員会）

4日（木）

低湿地遺跡

調査概説2
山崎健

（奈良文化財研究所）

調査事例
井上智博（大阪府文化財センタ ー）

佐々木由香（パ レオ・ラボ）

5日（金） 木質遺物
浦蓉子（奈良文化財研究所）

13 



Student's Voice 

参加者の声 c
 

膨大な資料を如何に整理し、報告すべき事項

をどのように絞るか、大変参考になった。

研修を受講した結果、堆積環境に対する意識が完全

に不足していることを恥ずかしながら認識した。

これは今回の研修を受講して一番良かった点である。

一
様々な制約がある中でたくさんの成果を残された工夫

を学ぶとともに、遺跡からどれだけの情報を残し、ま

たそれを活用していくか、という埋蔵文化財行政を担

う者に必要な姿勢を教えていただきました。

実際の調査担当の方から直接講義を受

けられ、貴重な機会を得られた。各地

の専門の研究者の方と知り合うことが

でき、大きな財産になったのではない

かと思う。

14 
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スケジュール (2018年度） Schedule 

I 午前 I 

1 0月 9日（火）

1 0日（水）

1 1日（木）

12日（金）

1 5日（月）

保存修理の事前診断lー遺物の観察と記録ー
脇谷草一郎 • 田村朋美（奈良文化財研究所）

保存修理の事前診断1ー遺物の観察と記録ー 保存修理の事前診断IIー内部構造・状態の診断ー
脇谷草一郎 ・田村朋美（奈良文化財研究所） 脇谷草一郎 ・ 田村朋美 • 柳田明進 • 松田和費（奈良文化財研究所）

保存修理の事前診断 l| —内部構造・状態の診断ー 保存修理実習 lークリーニングー
脇谷草一郎 ・ 田村朋美 • 柳田明進 • 松田和貴（奈良文化財研究所） 脇谷草一郎 ・ 田村朋美 • 柳田明進 • 松田和貴（奈良文化財研究所）

保存修理実習 lークリーニングー 保存修理実習 lークリーニングー
脇谷草一郎 ・ 田村朋美 • 柳田明進 • 松田和貴（奈良文化財研究所） 脇谷草一郎 ・ 田村朋美 • 柳田明進 • 松田和貨（奈良文化財研究所）

保存修理実習 IIー脱塩処理・安定化ー 保存修理実習Illー樹脂含侵一
脇谷草一郎 • 柳田明進（奈良文化財研究所） 田村朋美 • 松田和賃（奈良文化財研究所）

16日（火）
遺物の劣化と環境 展示・保管環境

脇谷草一郎 • 柳田明進（奈良文化財研究所） 脇谷草一郎・柳田明進（奈良文化財研究所）

1 7日（水）
まとめ

高妻洋成 • 脇谷草一郎田村朋美 ・ 柳田明進 • 松田和費

（奈良文化財研究所）

15 



Student's Voice 

参加者の声

正直、理化学的な内容は得意

とは言えず、一緒に学ぶ方々

の邪魔になるぐらい質問する

だろうと思っていたが、講義

の中では丁寧に、難しいこと

はかみ砕いて説明してくだ

さったので、驚くほど理解で

きた。

金屈製遺物の保管環境につ

いて、 「どの様な環境に資料

を置くとよくない」、 というこ

とは知っていても、実際に何

がどのように害をなすかにつ

いては、今回の研修で理解し

たことが多かった。収蔵庫や

展示中の資料を点検する視

野も広がったように感じた。

研修は座学での概論だけで

はなく、実習や実験が多くあ

り、頭だけではなく、視覚で

も学ぶことができた。特に、

実際にさまざまな道具を駆使

しておこなった金属製遺物の

クリーニングは、大変貴重な

経験だった。

c
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17 

-各馳面迄戸芋屁墨書工器m、；□ヽi
記録作成方法の中核となる写真

出土文字資料を総合する研究

拭後公聞三各;fJ..,_t,旦Lと期詩，

スケジュール (2018年度） Schedule 

2月18日（月）

1 9日（火）

20日（水）

21日（木）

22日（金）

I 午前

木簡の取り扱いと調査・研究法
渡辺晃宏•馬場基（奈良文化財研究所）

墨書土器の取り扱いと調査・研究法
荒井秀規（藤沢市生涯学習部）

刻書・ヘら書資料の取り扱いと調査・研究法
高島英之（群馬県埋蔵文化財調査事業団）

文字資料と遺跡・地域の連携・

総合的調査研究の方法
平石充（島根県古代文化センター）

出土文字史料の概要
渡辺晃宏 ・馬場基（奈良文化財研究所）

木簡の釈読 • 取り扱い実習
渡辺晃宏 • 馬場基 • 桑田訓也・山本祥隆（奈良文化財研究所）

出土文字資料の記録作成と

情報公開•利用の方法
中村一郎•馬場基

（奈良文化財研究所）

漆紙文書の取り扱いと調査・研究法
古尾谷知浩（名古屋大学）



Student's Voice 

参加者の声

基本的な所から講義を

受けられたのでよかっ

た。全体的に時間配分

も含めていい（すばら

しい）研修でした。

釈読や取り扱い実習、

写真撮影など実習が多

くて良かったです。大変

勉強になりました。あり

がとうございました。

墨書、刻書土器について

学べ、大変勉強になっ

た。木簡の釈読実習も

得難い経験となった。

c
 
＾ c
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スケジュール (2018年度）

2月25日（月）

26日（火）

27日（水）

28日（木）

3月 1日（金）

19 

遺跡の劣化現象
脇谷草一郎

（奈良文化財研究所）

環境調査l

ー調査法ー
脇谷草一郎

（奈良文化財研究所）

露出展示遺構の

問題点
脇谷草一郎

（奈良文化財研究所）

午前 I 

石材保存処理実習l

ー基質強化・撥水処理ー
柳田明進 • 松田和貴

（奈良文化財研究所）

環境調査実習 I

一気象観測と土中環境ー
脇谷草一郎

（奈良文化財研究所）

劣化状態調査実習
脇谷草一郎

（奈良文化財研究所）

研修の総括
脇谷草一郎（奈良文化財研究所）

Schedule 

遺跡保存の概説 石材・土壌の特性
脇谷草一郎 脇谷草一郎

（奈良文化財研究所） （奈良文化財研究所）

遺跡の劣化要因
脇谷草一郎（奈良文化財研究所）

環境調査 IIー調査事例ー

露出展示遺構の見学（遺構展示館）
脇谷草一郎 ・ 柳田明進 • 松田和貴

（奈良文化財研究所）

石材保存処理実習II

ー保存処理の評価法ー
脇谷草一郎

（奈良文化財研究所）

環境調査実習II

ー測定値の解析ー
脇谷草一郎

（奈良文化財研究所）



| 2= 告|

保存科学V（材質・構造調査）課程
日程： 2020年2月18日（火） ～ 21日（金）

出土遺物の保存処理に先立ち、主に非破壊的手法で実施する、無機質遺物の材質・構造調査についての

基礎的な研修です。初めての開催となります。構造調査法としては、 X線透過撮影やX線CTの原理につい

ての講義や実習を予定しています。材質調査法としては、文化財の非破壊分析手法として広く普及している

蛍光X線分析を中心に、講義や実習を行います。特に、文化財分析におけるデータ解釈の注意点について

確認しながら、分析調査の目的（何をどこまで知りたいのか）と、それぞれの目的に合った分析手法として

どのような手法があるのか、またその選択基準などについて理解を深めていただけたらと思います。
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2019年度（平成31年度） 文化財担当者研修課程一覧（予定）

課程 副題 実施期日 疋『貝- 内容 申込締切予定日

建築遺構や出土 2019年
発掘調査で検出される建築遺構（竪穴

建築遺構 建築部材に関す 6月 10日
建物 ・掘立柱建物・礎石建物基垣）

2019年

調査課程 る研修 I 
6 ~ 15名 や出土建築部材に関して必要な、上部

4月26日（金）

6月 14日
構造の専門的知識や発掘方法などにつ

いての研修。

建造物 文化財建造物の
文化財建造物にかかる、価値、制度、

保存活用につい
7月 1日 保存方法、活用方法、保存活用計画の

保存活用 し 8 ~ 15名 策定等についての講義をおこない、自
2019年

ての基礎的研修

基礎課程
7月 5日 治体担当者としての基礎的な知識の習

5月17日（金）

得を目指す。

発掘調査に必要 発掘調査に必要となる堆積学や地質学

堆積・地質学 不可欠な堆積学
9月 17日 の基礎知識の習得を目的とする研修。

I 8 ~ 15名
2019年

基礎課程 や地質学の入門
9月20日

7月26日（金）

調査研究業務で GISの利用に関して必要な専門知識

遺跡GIS GI Sを活用す 9月 24日 と技術の習得を目指した研修。

し 8 ~ 15名
2019年

課程 るために
9月 27日

8月9日（金）

出土木器の取り 発掘調査において出土した木器の取り

出土木器 扱いと調査研究
9月 30日 上げ、整理、調査、研究、保管、活用

2019年

調査課程 に関する研脩
I 8 ~ 15名 について、必要な専門知識と技術の習

10月4日 得を目的とする研修。
8月9日（金）

保存科学 II 有機質遺物の保 出土有機質遺物の一時保管方法から保

存と保管
10月 15日 存処理方法についての基礎的な研修。

（有機質遺物） I 6 ~ 15名
2019年

課程
10月 24日

8月30日（金）

文化財 実際に利用可能 発掘調査や文化財の記録に必要となる

な三次元計測手
11月 18日 三次元計測手法の基礎的な知識および

三次元計測 I 8 ~ 15名 外注の実際を学び、また実践可能な技
2019年

法の習得

課程
11月 22日 術を習得することを目指す。

10月4日（金）

文化財写真分野 文化財の記録の中核をなす記録写真撮

文化財写真 の基礎知識とデ
11月 25日 影について、様々な文化財写真分野の

I 8 ~ 15名 基礎知識と、デジタル写真を中心とし
2019年

課程 ジタル写真を中 10月11日（金）

心とした実習
12月 5日 た実習による実技を習得できる研修。

報告書 報告書出版につ 文化財調査記録に必要不可欠な報告書

いての基礎知識
12月 5日 出版について、記述内容の意義や記述

編集基礎 し 8 ~ 15名 記録の基礎知識を習得するための研修。
2019年

課程
12月 12日

10月18日（金）

21 



課程 副 題 実施期日

報告書 デジタル編集を

中心にすえた実
12月 12日

デジタル作成
習

I 

課程
12月 19日

文化財 文化財デジタル 2020年

デジタル
情報の保存 ・公 1月20日

開利活用 し

アーカイブ課程 1月24日

史跡 史跡の保存活用

計画策定演習
2月3日

保存活用計画 I 

策定課程
2月7日

文化財 自然災害等によ

る文化財への防
2月 12日

防災 ・減災 し

災・減災入門

課程
2月 14日

保存科学v 出土遺 物の材

質・構造調査
2月18日

（材質・構造調査） I 

課程
2月21日

※1各研脩はリニューアルが図られております。

※2募集は各都道府県及び政令指定都市教育委員会を通じて行われます。

※3研修参加決定通知は研脩開始日の約 1ヶ月前に通知の予定です。

疋『 貝- 内容

報告書出版に必要な編集やコ ンテンツ

制作の技術について、デジタ ル編集を

8 ~ 15名 中心に据えた実習で、技術を習得する

ことを目的とした研修。

デジタ ル技術を用いて、調査記録類お

よび報告書の保存管理と公開活用を行

8 ~ 15名 うために必要な基礎知識を習得するた

めの研修。

史跡の保存活用計画書の策定演習を通

して、計画書の事務局案作成を行う。

8 ~ 15名

自然災害等による文化財への被災に対

する防災・減災への取り組みについて

8 ~ 15名 の基礎知識の習得を 目的とする研修。

出土遺物の保存処理に先立ち、主に非

破壊的手法で実施する、材質 ・構造調

6 ~ 15名 査についての基礎的な研修。

※4文化財写真課程 ・報告書編集基礎課程・報告書デジタル作成課程は、続けて受講することができます。

文化財担当者研修に参加するには

申込締切予定日

2019年

10月29日（火）

2019年

12月6日（金）

2019年

12月13日（金）

2019年

12月27日（金）

2019年

12月27日（金）

文化財担当者研修は、地域の中核となる地方公共団体の文化財担当職員若しくはこれに準ずる者を対象と

しています。

募集は各都道府県及び政令指定都市教育委員会を通じて行われます。

文化財担当者研修に関する情報は、奈文研 HPでも紹介しています！

https://www.nabunken.go.jp/fukyu/kensyu.html 

埋蔵文化財ニュース 176号
2019年3月28日発行

独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所埋蔵 文化財センター

〒630-8577奈良市二条町2-9-1 TEL 0742-30-6733 FAX 0742-30-6841 
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